
令和７年度 第３回越前おおの産業ブランド力向上会議 次第 

 

 

日時：令和７年１１月１１日（火）午後１時３０分～ 

場所：大野市役所２階 大会議室 

 

 

１ 開会 
 
 
２ 委員長あいさつ 
 
 
３ 委員紹介 
 
 
４ 議事 
（１）現戦略の振り返りについて 
（２）次期戦略の方針について 
（３）イベントへの支援について 

 
 
５ その他 
（１）アンケート調査の実施について 

 
 
６ 閉会 



令和７年度

第３回越前おおの産業ブランド力向上会議

資料

令和７年１１月１１日



１．現戦略の振り返りについて
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現戦略の振り返りについて
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（１）現戦略の概要

１ 目指す姿 「稼げる」越前おおのブランドの活用を通じ、市内事業者の「稼ぐ力」と企業価値が

向上することにより、自立し、好循環が生まれる地域経済

２ 構 成 ガイドライン（市内事業者の積極的な事業展開）及びサポートプラン（関係機関による

重点支援）の２つの柱で構成

３ 戦略の期間 令和４年度～令和８年度



現戦略の振り返りについて
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（２）現戦略に基づく主な施策の実施状況

〇「稼ぐ力」向上への支援

・市内事業者の課題解決や「稼ぐ力」の向上を伴走支援（結の故郷ビジネスサポートチーム（結サポ事業））

・越前おおのブランドを活用した「稼ぐ力」の向上を図る事業を支援（越前おおのブランド活用事業補助）

・結のビジネスプランコンテストを開催し、新しいビジネスの創出（第二創業含む）を促進

また、最終審査会で発表されたプランの実現を支援

・大野の逸品創出事業により、商品の高付加価値化を支援

〇人材育成・確保への支援

・従業員の資格取得や研修にかかる費用を支援（中小企業等人材育成事業補助）

・採用のためのホームページ作成、企業説明会出展、ＰＲ動画作成等にかかる費用を支援

（中小企業者等人材確保事業補助）

〇まちなか等のにぎわいを創出

・まちなか、共同店舗への出店、既存店舗の事業承継などを支援

（店舗形成事業補助、共同店舗形成事業補助）

〇ふるさと納税の推進

〇越前おおのブランドの発信

・ＰＲ広告などにより、越前おおのブランドを市外に発信

ALL GOOD MARKET
（越前おおのブランド活用事業補助）

大野の逸品創出事業



現戦略の振り返りについて
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（２）現戦略に基づく主な施策の実施状況

〇周遊滞在型観光の推進

・食べ歩きグルメ（ワンハンドグルメ）の開発

・市内の複数の文化施設に入館できる「文化施設１日フリーパスポート」の創設

・特産品が当たる「宿泊ありがとう」キャンペーンの実施 ★アンケート実施

〇まちなかエリア

・大手門広場の整備、漢字「野」モニュメントの設置

・旧田村家（風車）、旧内山家（夏障子、絵障子）の設置

・越前大野城の城内装飾

〇六呂師高原周辺エリア

・「星空保護区Ⓡ」認定を取得

・星空観望スポット看板、エリア誘導看板の設置

・「ソラトダイチ」のプロモーションと誘客

・六呂師高原開発計画の推進（キャンプ場オープンや音楽フェス開催に向けた支援等）

〇和泉エリア

・九頭竜紅葉まつりの実施

・フレアール和泉のリニューアル（客室、浴室の改修）

・国民宿舎パークホテル九頭竜の客室の一部を恐竜客室に改修

・和泉郷土資料館の化石展示室の改修、恐竜トリックアートの設置

〇郊外エリア

・多様な宿泊施設整備の支援

・２つの道の駅で積極的な観光情報の発信

星空保護区認定

パークホテル九頭竜恐竜客室

ワンハンドグルメ
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（３）現戦略の成果指標の達成状況

現戦略の振り返りについて

図１ 宿泊者数、観光入込客数（参考） ※どちらも暦年 図２ 道の駅「越前おおの 荒島の郷」の売上（税抜）

図３ 市内事業者が商工会議所を通じて申請した
国の補助金(※)申請数（累計）
※事業再構築補助金、小規模事業者持続化補助金など

図４ ふるさと納税額



２．次期戦略の方針について
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次期戦略の方針について
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（１）戦略の位置付け

第六次大野市総合計画
（前期：令和3年度～7年度、後期：令和8年度～12年度）

将来像：人がつながり地域がつながる 住み続けたい結のまち

基本目標

健幸福祉こども 地域経済 くらし環境 地域づくり 行政経営

６ 農業
７ 林業
８ 商工業
９ 観光業
10 働く環境

１１ 自然環境・ごみ

１２ 水環境
１３ 生活環境
１４ 消防・減災
1５ 道路
１６ 公共交通

３ 健康・医療
４ 地域福祉
５ スポーツ

１ 子育て
２ 学び

１７ ひと・地域
１８ 防災力・防犯力

１９ 文化芸術
２０ 移住定住

２１ 情報共有
２２ 協働・連携
２３ 市民サービス

２４ 行財政

各個別計画



次期戦略の方針について
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（２）次期戦略の方針

○次期戦略は、現戦略の改定ではなく新規戦略を策定する

・令和７年度中に第六次大野市総合計画後期基本計画を策定予定

（目標の実現に向けて取り組むべき「施策（方針）」、その前提としての「現状と課題」を整理）

・次期戦略は、各産業（商工業、観光業）の「現状と課題」をより細かく整理し、各分野において

取り組むべき「施策（方針）」を示す

・農業、林業においては、それぞれの個別計画に基づき目標の実現に向け取り組む

現状

現状から目標に
至るまでに解決
すべき問題や障
壁を指す

課題

目標
（あるべき姿）

現状

６ 農業 ７ 林業 ８ 商工業 ９ 観光業 10 働く環境

現状 現状

次期戦略（令和８年度策定予定）おおの森づくりプラン

越前おおの型
食・農業・農村ビジョン
（令和８年度改定予定）

目標
（あるべき姿）

目標
（あるべき姿）

目標
（あるべき姿）

第
六
次
大
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

目標
（あるべき姿）

現状

基本目標：地域経済



次期戦略の方針について
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（２）次期戦略の方針

施策ありたい姿項目

・周遊滞在型観光の推進と戦略的プロモーション
・持続可能な観光運営と地域経済の活性化

中部縦貫自動車道が東海北陸自動車道と結ばれ、人がつながり地
域がつながる、新しい交流の輪が広がっています。天空の城越前

大野城や日本一美しい星空、九頭竜の恐竜・化石、北陸最大級の
道の駅「越前おおの荒島の郷」などの魅力的な観光資源が生かさ

れ、事業者による受け入れ体制が整い、多くの観光客が買い物や
飲食、観光体験を満喫しながらゆっくりと滞在・周遊し、地域経済の
循環と活性化が進んでいます。

８観光業

・事業者の稼ぐ力の向上と創業・事業承継の支援
・道の駅の魅力向上とまちなかの賑わい創出

中部縦貫自動車道が東海北陸自動車道とつながり、人の交流や物
流の拡大など、新たな経済活動が進む中で、事業者による付加価
値の高い商品やサービスの提供により、リピーターの増加や販路
の拡大が進み、稼ぐ力が向上しています。また、まちなかを中心に
魅力的な店舗などが創出され、地域経済が活性化しています。

９商工業

・多様な人材の雇用促進
・人材育成への支援と働く環境の向上
・企業誘致と働く場の創出

中部縦貫自動車道が東海北陸自動車道とつながり、魅力ある企業
の進出や創業・事業拡大により働く場が広がり、働きやすい環境の
整備も進む中で、若者や高齢者、女性、子育て世代など、誰もがイ
キイキと働いています。企業では、多様な人材の確保・育成や新技
術の活用、人材のシェアなどが進み、労働生産性が向上し、新たな
働き方につながる好循環が形成されています。

１０働く環境

【後期基本計画 項目ページ案の内容抜粋】 ※詳細は別紙１参照

※内容はパブリックコメント時点のもの



次期戦略の方針について
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（２）次期戦略の方針

〇戦略の内容
後期基本計画の「観光業」、「商工業」、「働く環境」の「ありたい姿」を目指す産業戦略を策定する。

〇計画期間 Ｒ９～Ｒ１３年度

〇構成

1.はじめに
・目的と背景

2.現状と課題
・地域経済の現状（商工業・観光業）
・働く環境の現状
・現状やアンケート結果から見える課題

3.戦略の方向性・ビジョン
・後期基本計画の「商工業」、「働く環境」、「観光業」の「ありたい姿」
・重点施策の方向性（商工業、働く環境、観光業のそれぞれの基本的な方向性）

4.重点施策
①商工業の活性化
・事業者の稼ぐ力の向上と創業・事業承継の支援
・道の駅の魅力向上とまちなかの賑わい創出

②働く環境の整備（工業含む）
・多様な人材の雇用促進
・人材育成への支援と働く環境の向上
・企業誘致と働く場の創出

③観光業の振興
・周遊滞在型観光の推進と戦略的プロモーション
・持続可能な観光運営と地域経済の活性化

5.推進体制と成果指標

決定事項ではありません。
アイディア段階の内容です



次期戦略の方針について
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（３）Ｒ７向上会議スケジュール案

 R7年度  R8年度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月12月 1月 2月 3月

アン
ケー
ト調
査の
実施

第
１
回
向
上
会
議

第
２
回
向
上
会
議

第
１
回
部
会

第
２
回
部
会

第
３
回
向
上
会
議

第
４
回
向
上
会
議

・現戦略の振り返り
・次期戦略の方針

・アンケート結果速報
・現状と課題の整理

第
１
回
向
上
会
議

第
３
回
向
上
会
議

第
１
回
部
会

第
２
回
部
会

パ
ブ
コ
メ
の
実
施

第
２
回
向
上
会
議

第
４
回
向
上
会
議

・次期戦略
最終確認

・次期戦略案承認

・次期戦略素案提示

・アンケート内容
の確定

・令和７年度実績
・令和８年度事業

次期戦略策定



３．イベントへの支援について
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【目的】
本市の多様な地域資源や産業の魅力を発信する事業の展開を促進することにより、地域経済の活性化と市内事業者の自立的な成長に
つなげることを目的として、稼ぐ力の向上につながるイベント等の実施に対して補助を行う。

【補助対象事業】
補助対象事業は、以下のすべての要件を満たすものとする。
（１）市内で開催される稼ぐ力の向上につながるイベント等であること
（２）以下のいずれかの目的に資すること

・観光誘客による本市の認知度向上と観光関連産業の活性化
・地域資源（名水、農産物等）の活用による地域内消費の促進と資源価値の創出
・商店街等の活性化によるまちなかの賑わい創出
・市内企業の魅力発信によるイメージアップと人材確保
・その他、地域産業の振興や地域経済の活性化などに資すると認められるもの

（３）審査委員会による採択を受けたもの（審査委員の想定（３人）：中小企業診断士、商工会議所職員、地域経済部長）
※交付申請書は、事業の実施前に提出しなければならない。ただし、審査委員会の開催前に事業を実施する場合は、この限りでない

（４）補助対象事業終了後に、以下のような成果が期待できること
・地域内での消費促進 ・観光客の増加 ・事業者間の連携促進 ・地域資源などの越前おおのブランドの認知度向上
・その他、地域産業の振興や地域経済への波及効果が見込まれるもの

（５）既存事業の単なる継続ではなく、新規性又は発展性を有すること
（６）他の補助金等の交付を受けている、又は交付が見込まれている事業でないこと

【補助対象者】
市内事業者（市内に事業所を有する法人又は個人）
※２者以上の市内事業者が共同で事業を実施する場合には、共同で申請するものとし、その代表事業者を補助対象者とする。

【補助対象経費】
補助対象事業の実施に直接必要な経費であり、報償費、旅費、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費、広告料、手数料、委託料、
使用料及び賃借料、原材料費（ただし、販売を目的とする商品の製造に係る原材料費及びパッケージ・包装資材等は除く）等とする。
なお、共同で事業を実施する場合において、事業者間での支出については、補助対象経費に含めないものとする。

【補助率、補助限度額】
１／２、１５万円

イベントへの支援について
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令和８年度の新規事業としてイベント等の実施に対する補助制度の創設を検討

（仮称）越前おおの産魅力発信支援事業補助金
決定事項ではありません。
アイディア段階の内容です
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